
1．はじめに

　沿道囲み型住宅とは街区の内側に一体の中庭を内

包する集合住宅であり、道路沿いに街区形状に倣っ

て一定高さの建築空間を連続配置し、閉鎖型街区を

形成する街区型建築である。我が国では沿道囲み型

住宅の群を市街地規模で実現した例として幕張ベイ

タウンは数少ない実例である。 本研究は集住体を居

住環境及び周辺環境との関連性を含めた計画的方法

論が必要であると考え、幕張ベイタウンの集住体を

研究対象として、周辺環境と一体としてとらえた都

市・建築計画手法の構築を目的としている。 

  幕張ベイタウンに関する既往研究では、児童の視

点から教育空間としての幕張ベイタウンのデザイン

に着目した研究として、児童の空間イメージと都市

デザインの関係について考察している 1)。また、法

規的なカテゴリから低・中層階、高層階、超高層階、

全体 4 パターンで分け居住者の認知領域の違いに着

目した研究では、一定の特性に基づいて類型化し、

中層住棟における中庭のデザイン特性による居住環

境の認知の変化について考察している 2)3)4)。そして、

認知特性及び配置計画と認知領域との構成を考察し

てきた 5)。さらに、幕張ベイタウンを対象とした高

さの異なる集住体における、居住者の認知特性と配

置計画との構成を把握し、考察している 6)7)8)。幕張

ベイタウンにおける沿道囲み型中層住宅に関する既

往研究では、沿道囲み型中層住宅における集住体の

立地および居住階層と環境認知との関係性について

考察考察している 9)。以上の成果をふまえ、本稿で

は幕張ベイタウンの沿道囲み型住宅における居住階

ごとの行動領域と環境認知との関係性について考察

を行う。

2．調査・分析概要

2．1．調査対象地域

　日本における集住体としての先進的モデルである、

幕張ベイタウンとする。幕張ベイタウンは沿道囲み

型住宅をもとに、街区単位 (図1)で都市が構成され、

地域内外における商業地、緑地、水辺、公益施設な

ど多くの要素によって一つの都市として形成されて

いる。

2．2．調査概要

（1) 調査期間

第 1回調査：2010 年 8 月、9月

第 2回調査：2012 年 7 月、8月

（2) 調査方法

　アンケート *2) は、現地にて圏域図示法による調査

を行った。調査対象者は 43 棟の集合住宅の居住者と

した。居住者の認知領域を明らか にするために 13

歳以上の居住者を対象とした。主な調査内容を(表1)

に示す。３３５サンプルの有効回答を得られた。

2．3．分析方法

　本稿では沿道囲み型住宅である 1 街区から 22 街区

までの調査対象者の「行動領域」「近隣住民としての

意識」「わたしのまち」「にぎわい」「身近な緑地」「身

近な水辺」の認知領域の形態に関してまとめた (図2

～6)。そして、「行動領域」と「近隣住民としての意識」

「わたしのまち」「にぎわい」「身近な緑地」「身近な
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図 1 調査対象地域　幕張ベイタウン
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*1）構成要素：各認知領域の構成要素、点的要素、線的要素、面的要素、時間変動要素に分類したものである。構成要素間相互のまとまりを分析
することは地域における認知領域の把握において重要である。
*2）調査期間 :第１回調査 2010 年 8 月、9月と第２回調査 2012 年 7 月、8月に行った。調査対象者は 43 棟の集合住宅の居住者とした。居住者の
認知領域を明らか にするために 13 歳以上の居住者を対象とした。
*3）認知度：に算出値で、回答者の総数に対する各構成要素を認知する回答者数の割合。 各構成要素の認知の度合の程度を示す値。 
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図 2 「行動領域」ー「近隣住民としての意識」

図 3「行動範囲」ー「わたしのまち」

図 4「行動領域」ー「にぎわい」

水辺」それぞれの重複関係について分析・考察する。

3. 認知領域図による重複関係の考察

　本章では、行動領域と環境認知との関係性を考察

するため、「行動範囲」、「近隣住民としての意識」、「わ

たしのまち」、「にぎわい」、「身近な緑地」と「身近

な水辺」の認知領域図を作成し、「行動範囲」と「近

隣住民としての意識」、「行動範囲」、「わたしのまち」、

「にぎわい」「身近な緑地」、「身近な水辺」それぞれ

の認知領域を重なり、重複関係図（図 2〜6.）、回答

率における重複関係の分類表（表2）を作成した。図

中には居住者全体における各項目の認知度 *3) の

50%,90% の認知領域を示し、この重複関係図から、

居住者全体の認知度 *3) の高い場所から低い場所まで

の重複関係および重複関係の形成の要因や基点とな

る構成要素などを分析し、沿道囲み型中層住宅にお

ける実態圏域と環境認知との構成を考察する。

■「行動領域」：1番街～6番街を中心に認知領域の

広がりが見られ、幕張メッセ、千葉マリンスタジア

ム、幕張海浜公園、花見川、JR京葉線までの沿岸、

内陸地域に広範囲の認知領域を形成している。90%の

領域には1番街～6番街の周辺に形成し、50%の領域に

はアウトレット、ホテル、打瀬第7公園、花見川、花

見川緑地、の周辺に形成している（図2〜6）。

■「近隣住民としての意識」：「近隣住民としての

意識」の認知領域について、90%の認知領域は1番街

～6番街を中心に認知領域の広がりが見られる。50%

の認知領域には、打瀬小学校、海浜打瀬小学校、美

浜打瀬小学校などの学校も含んでいる。「行動領域

」における90%の認知領域と「近隣住民としての意識

」における90%の認知領域の重複関係について、両項

目は1番街～6番街が重なり、認知領域が広い「行動

領域」が「近隣住民としての意識」の認知領域を内

包する傾向が見られる。「行動領域」における50%の

認知領域と「近隣住民としての意識」における50%の

認知領域の重複関係について、両項目は幕張ベイタ

ウンにおける住宅街が重なり、認知領域が広い「行

動領域」が「近隣住民としての意識」の認知領域を

内包する傾向が見られる。全体的に「行動領域」の

認知領域は各認知度の範囲で「近隣住民としての

意識」の認知領域を内包する傾向が見られる(図2、

表2)。

■「わたしのまち」：「わたしのまち」の認知領域図に

ついて、90% の認知領域は 1 番街〜6 番街、11 番街

～ 13 番街を中心に認知領域の広がりが見られる 50%

の認知領域は、JR 海浜幕張駅、幕張海浜公園、学校、

花見川緑地を含んでいる。「行動領域」における 90%

の認知領域と「わたしのまち」における 90% の認知

領域の重複関係について、両項目は 1 番街～ 6 番街

が重なり、認知領域が広い「行動領域」が「わたし

のまち」の認知領域を内包する傾向が見られる。「行

動領域」における 50% の認知領域と「わたしのまち」

における 50% の認知領域の重複関係について、両項

目は幕張ベイタウンにおける住宅街、アウトレット、

ホテルが重なり、認知領域が広い「行動範囲」が「わ

たしのまち」の認知領域を内包する傾向が見られる。

全体的に「行動領域」の認知領域は各認知度の範
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囲で「わたしのまち」の認知領域を内包する傾向が

見られる (図 3、表2)。

■「にぎわい」：「にぎわい」の認知領域について、

90% の認知領域は 1 番街～ 6 番街の通りを中心に広

がりが見られる。50%の認知領域には1番街～6番街、

海浜幕張駅前、アウトレットを含んでいる。10% の

認知領域は幕張メッセ、ホテル、幕張海浜公園、1

街区～ 6 街区、11 街区～ 13 街区、15 街区～ 18 街区

に広がっている。「行動領域」における 90% の認知領

域と「にぎわい」における 90% の認知領域の重複関

係について、両項目は 1 番街～ 6 番街に重なり、認

知領域が広い「行動領域」が「にぎわい」の認知領

域を内包する傾向が見られる。「行動領域」における

50% の認知領域と「にぎわい」における 50% の認知

領域の重複関係について、両項目は 1番街～ 6番街、

アウトレットで重なり認知領域が広い「行動領域」

が「にぎわい」の認知領域を内包する傾向が見られる。

全体的に「行動領域」の認知領域は各認知度の範

囲で「にぎわい」の認知領域を内包する傾向が見ら

れる (図 4、表2)。　

■「身近な緑地」：「身近な緑地」の認知領域について、

90% の認知領域は海浜幕張公園 A,B で見られる。50%

の認知領域は、海浜幕張公園Cも含み、形成している。

「行動領域」における 90% の認知領域と「身近な緑地」

における 90% の認知領域の重複関係について、「行動

領域」の認知領域である 1 街区～ 6 街区と「身近な

緑地」の認知領域である海浜幕張公園 B が重なって

いないため、分離する傾向が見られる。「行動領域」

における 50% の認知領域と「身近な緑地」における

50% の認知領域の重複関係について、両項目は幕張

海浜公園A,B,Cで重なり、認知領域が広い「行動領域」

が「身近な緑地」の認知領域を内包する傾向が見ら

れる。「行動領域」の認知領域は 90% の範囲で「身

近な緑地」の認知領域を分離する傾向に見られ、「行

動領域」の認知領域は 50% の認知領域で「身近な緑

地」の認知領域を内包する傾向が見られる ( 図

5、表2)。

■「身近な水辺」：「身近な水辺」の認知領域について、

90% の認知領域は東京湾沿岸、花見川沿岸に広がり

が見られる。50% の認知領域には、海浜幕張公園 D

の海岸側、花見川全体も含み、形成している。「行動

領域」における 90% の認知領域と「身近な水辺」に

おける 90% の認知領域の重複関係について、「行動領

域」の認知領域である1街区 ～6街区と「身近な水辺」

の認知領域である東京湾沿岸、花見川沿岸が重なら

ないため、分離する傾向が見られる。「行動領域」に

おける 50% の認知領域と「身近な水辺」における

50% の認知領域の重複関係について、「行動領域」の

認知領域である花見川緑地と「身近な水辺」の認知

領域である花見川が接触する傾向が見られる。「行動

図 5「行動領域」ー「身近な緑地」

図 6「行動範囲」ー「身近な水辺」

表 2　回答率における重複関係の分類について
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領域」の認知領域は90%の認知領域で「身近な水辺」

の認知領域と分離する傾向に見られ、50% の認知領

域では「身近な水辺」の認知領域と接触する傾向

が見られる (図 6、表2)。

4．まとめ

　本稿の成果はについて以下に整理する。

(1)「行動範囲」の認知領域について

　幕張ベイタウンの住宅街を中心に商業施設や海浜

幕張駅、水辺、緑地および花見川を超えて JR 検見川

浜まで広がっている。

(2)「行動領域」と「近隣住民としての意識」の認知

領域における重複関係について

　「行動領域」の認知領域は幕張ベイタウンにおい

て、「近隣住民としての意識」の認知領域を内包す

る傾向が見られ、よって、「近隣住民としての意識」

の認知領域の形成が「行動領域」の認知領域の広

がりと関係があるといえる。

(3)「行動領域」と「わたしのまち」の認知領域にお

ける重複関係について

　「行動領域」の認知領域は幕張ベイタウンからア

ウトレット、ホテルまでにおいて、「わたしのまち」

の認知領域を内包する傾向が見られ、よって、「わ

たしのまち」の認知領域の形成が「行動領域」の認

知領域の広がりと関係があるといえる。

(4)「行動領域」と「にぎわい」の認知領域における

重複関係について

　全体的に「行動領域」の認知領域は各認知度の

範囲で「にぎわい」の認知領域を内包する傾向が見

られる｡

(5)「行動領域」と「身近な緑地」の認知領域におけ

る重複関係について

　「行動領域」の認知領域は90%の範囲で「にぎわい」

の認知領域を分離する傾向に見られ、「行動領域」

の認知領域は 50% の範囲で「にぎわい」の認知領

域を内包する傾向が見られる。

(6)「行動領域」と「身近な水辺」の認知領域にお

ける重複関係について

　「行動領域」の認知領域は 90% の範囲で「身近な

水辺」の認知領域と分離する傾向に見られ、50%

の範囲では「身近な水辺」の認知領域と接触する

傾向が見られる。

　以上、幕張ベイタウンの沿道囲み型住宅における

居住階ごとの行動領域と環境認知との関係性につい

て把握できた。本稿の成果は、建築・都市地域計画

と一体となった沿道囲み型住宅の集住体の計画にお

いて有用な資料となり得ると考えられる。

――――――――――――――――――――――――――
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重複

「行動領域」の認知領域との重複関係

「行動範囲」
ー「身近なの緑地」

内包

内包

内包

50%
90%

10%

10%
50%
90%

分離

内包

分離

接触
「行動範囲」

ー「身近なの水辺」

「行動範囲」ー「にぎわい」

「行動範囲」ー「わたしのまち」

「行動範囲」ー「近隣住民としての意識」

表 3「行動領域」の認知領域との重複関係
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